
                                      

 

「まちの縁がわ・美住」は「まちの縁がわ・本町」のサテライト

で、自宅のリビングを地域に開いた空間です。インクルファン

ドの費用助成を受けイスやポット、スリッパ等を揃えました。 

２０１３年１１月のマンドリンコンサートから始まり、２０１４年

２月から本格始動しています。マンドリンコンサートには５０人

が集まり、大盛況だったとのこと。 

伺った当日は、手作りのケーキとお茶でのんびりおしゃべ

りを楽しみましょうという呼びかけで、地域ネコの保護活動を

している方、久米川電車図書館の活動をされてきた方、難聴

者の会の方、要点筆記サークルの活動をされている方など、

１５人の方が参加されていました。それぞれの活動や経験、

日々の思いを語り合ったりすることを通じ、地域の中でゆるや

かなつながりをつくることができれば、いざという時の助け合

いにもつながります。特に社会との接点が少なくなりがちな高

齢者や、乳幼児を抱えた子育て世代の方にとって、このよう

な場が身近にあって気晴らしのおしゃべりができたり、ちょっ

とした困りごとなども相談できることが大切だと感じます。 

今のところ月１回の開催ですが、今後は回数を増やしてい

き、相談機能も充実させていく予定です。 

ほっとスペースまちのほっとスペースまちのほっとスペースまちのほっとスペースまちの縁縁縁縁がわ・がわ・がわ・がわ・美住美住美住美住（（（（東村山市東村山市東村山市東村山市））））    
        

開設時間：毎月 1 回 13：00～16：00 

※ 日時はあらかじめ電話でご確認ください。 

住所：東村山市美住町 1-24-22 

℡：042-392-1365（小永井） 090-1795-8377（大塚） 

 

社会福祉法人社会福祉法人社会福祉法人社会福祉法人    悠遊悠遊悠遊悠遊    

ホームページ http://www.you-you123.com/ 

法人本部 TEL.042-424-8106 

〒202-0011 西東京市泉町 3-15-28  

ケアセンター世田谷：世田谷区千歳台 4-2-1 

「社会福祉法人 悠遊」は、1993 年 3 月に生活クラブ生

協の組合員からの寄付で設立しました。2014 年は設立して

から、22 年目になります。開設当初は、旧生活クラブ保谷

センターの２階で当時保谷市の委託事業である「デイサー

ビスいずみ」を運営しました。その後 2000 年の介護保険の

導入により、訪問介護、居宅介護支援と事業を広げまし

た。2005 年には新拠点への移転を契機にグループホーム

いずみを立ち上げ、翌年には地域包括支援センターを受託

し、201１年 11 月には、認知症対応型デイサービスを開設

しました。2012 年 12 月生活クラブの旧砧センターの跡地を

お借りして、生活クラブ・ケアセンター世田谷」を建設。たす

東京都の 75 才以上の高齢者人口は 2010 年から 2025

年には 1.6 倍になることが予測されている。国は団塊の世

代が 75 才以上となる 2025 年を目途に、「重度な要介護状

態となっても住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の

最後まで続けることができるよう、医療・介護・予防・住ま

い・生活支援が一体的に提供される地域包括ケアシステム

の構築を実現すること」としている。 

要支援者に対する予防給付については、重点化と効率

化を進めるとし、医療系サービス・福祉用具・住宅改修など

の給付と、訪問介護・通所介護を別事業に分け、後者を地

域支援事業に移行し、準備できた市区町村から 2017

（H29）年度末までに順次移行を完了させるとしている。  

厚生労働省老健局の川部勝一さんは、9 割の要支援者に

生活支援ニーズがあることは認めており、NPO・民間企

業・住民ボランティア・協同組合等による多様なサービス

が利用できるしくみを取り入れるという。地域支援事業へ

の移行にあたっては、地域住民の参加による「生活支援

サービス」と「高齢者の社会参加」を軸に、自治体ごとに協

議会の設置や「生涯現役コーディネーター（仮称）」の配置

を支援、地域包括支援センターとの連携・協力により生活

支援サービスの担い手の養成やサービス開発、ニーズと

のマッチング等の基盤整備を進めるとしている。そもそも

住民主体の互助をあてにしたサービスが公的制度として

成りえるのか疑問である。要支援者に対して、自治体間で

のサービスの範囲や質に差がでることは間違いない。 

今回の改正では、要介護・要支援の判定基準内容は変

更しない。給付事業費全体の３%の範囲としてきた地域支

援事業だが、さらに在宅医療・介護の連携や認知症施策

の推進も含まれる。要支援者について今後も制度上どの

ように位置付けるのか、議論は絶やさず継続していく必要

性がある。                         

浅田 多津子 

府中・生活者ネットワーク市議会議員・ACT 会員 

 

ＤＶ（ドメスティック･バイオレンス＝親密な男女間の暴力）

は、当事者にとって暴力と認識されないまま鬱や無気力状

態を生み出し大きな影響を与えます。ＤＶについての啓発

は進んではきたものの、まだまだ偏見や誤解も多く、悩み

をどこに相談するかもわからないというケースも少なくあり

ません。 

小平 DV 防止ネットワークが 2008 年に発足した当時は啓

発活動がメインでしたが、現在はそこから一歩踏み出し、

身近な相談窓口となって、市や専門的な民間支援団体に

つなぐ「解決のための地域のつなぎ役」として活動していく

準備をすすめています。専門家集団ではないからこそでき

る寄り添い役を目指しながらも、正しい知識とスキルは必

要であることから、メンバーは東京 YWCA による専門研修

を受け、月 1 回のミーティングでは相談のためのガイドライ

ン作りと、ロールプレイによる相談研修に取り組んでいま

す。 

↑近所の方が焼いてくれたふ

わふわのシフォンケーキと

おいしい紅茶のセット。 

 

これまでも小平市や｢多摩でＤＶを考える会」「ＮＰＯ法人

女性ネットＳＡＹＡ－ＳＡＹＡ」などとのつながりを構築して

きましたが、相談事業を始めるにあたっては行政・医療

機関、警察等も含め、連携を強化する必要があります。 

今後、相談事業をスタートするにあたっては、電話回

線使用料等のランニングコストの捻出が最大の課題で

す。地域の中で暴力防止の必要性を理解してくれる応援

者を募り、寄付を募ることが大事だと考えています。 

けあいワーカーズえん千歳台と共に、グループホームちと

せと小規模多機能ホームみんなんちが居宅介護支援、在

宅介護を支えることを目指して活動を開始しました。 

少子高齢社会の中で、介護が必要になる方、認知症の

発症が増えていくのは必然で、待った無しの状況になって

います。住み慣れた地域で安心して住み続けるために、ま

た、最後まで人間としての尊厳を守る介護を、地域の皆さ

まと共に行っていきます。 

介護施設など地域にたくさんあると思いますが、それぞれ

大切にしていることは、様々です。悠遊の事業所は、地域

に開かれた事業所として、いつでも見学できます。ぜひ、見

学にいらしてください。 

インクルーシフﾞ事業連合の構成団体を紹介します  社社会会福福祉祉法法人人  悠悠遊遊  インクルファンド助成団体の活動を紹介します  小小平平 DDVV 防防止止ネネッットトワワーークク 

ままちちののほほっっととススペペーースス紹紹介介  ★★★ままちちのの縁縁ががわわ･･美美住住（（ままちちのの縁縁ががわわ本本町町・・ササテテラライイトト））  
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介護保険制度改定 フォーラム「どう変る？どうする？地域の仕組み」報告 

  

↑講師の川部勝一さん 
↑開会の挨拶をする ACT 理事長の池口葉子さん 

まちのほっとスペースは「居場所」「相談」「ちょっとした困りごとの手助け」の 3 つの機能を持ち、 

ワーカーズまちの縁がわが運営しています。 

東村山市 

↑参加者の方によるハーモニカ演奏。 

簡単な手話も教えていただきました。 

 

 

  

 

 

 

デイサービスいずみ ↑家族と一緒に旅行  ↑中学生によるデイの訪問（年 1 回） 

 

 

←ロールプレイによる電話

相談の研修の様子。相談事

業では、「1 つ 1 つのケース

に対応しながら、学んだこと

を次への対応に生かすこと

が、勇気を持って電話してく

れた人への恩返しになる」と

のお話が印象に残った。 

インクルファンドでは、パンフレット・相談カードの作成、電話・

ファックス機の購入費用として 165,000 円を助成しました。 

インクルーシブ事業連合では、そこに暮らす私たちが考える「地域包括ケア」 

＝『『『『市民市民市民市民によるによるによるによる市民市民市民市民のためののためののためののための安心安心安心安心ネットワークネットワークネットワークネットワーク』』』』について議論を始めます。 

  


